
《
植
物
の
可
能
性
》

　
植
物
の
表
面
を
覆
う
ク

チ
ク
ラ
や
花
の
形
態
形
成

の
遺
伝
子
制
御
技
術
、パ
ラ

ゴ
ム
ノ
キ
の
ラ
テ
ッ
ク
ス
合

成
組
織
な
ど
を
研
究
。産
総

研（
産
業
技
術
総
合
研
究

所
）が
開
発
し
た
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ

―
Ｔ
法（
キ
メ
ラ
リ
プ
レ
ッ

サ
ー
ジ
ー
ン
サ
イ
レ
ン
シ
ン

グ
法
）を
使
っ
て
発
見
し
た

ク
チ
ク
ラ
の
形
成
制
御
シ

ス
テ
ム
は
風
雨
や
乾
燥
、紫

外
線
、病
害
な
ど
か
ら
植
物

を
保
護
し
、作
物
育
成
や
植

物
性
ワ
ッ
ク
ス
、有
用
脂
質

生
産
で
の
応
用
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。ま
た
、花
び
ら

の
風
合
い
や
品
種
改
良
、気

候
変
動
に
対
応
す
る
植
物

な
ど
も
研
究
。「
新
し
い
発

見
も
多
く
、植
物
に
は
未
知

の
可
能
性
が
た
く
さ
ん
秘

め
ら
れ
て
い
ま
す
」。

《
分
子
生
物
学
へ
の
関
心
》

　
高
校
在
学
中
、複
雑
で
精

巧
な
仕
組
み
を
持
つ
生
物

に
興
味
を
持
ち
、広
島
大
学

生
物
生
産
学
部
に
進
学
。

「
生
体
現
象
を
引
き
起
こ
す

生
体
内
の
相
互
作
用
を一つ

ひ
と
つ
研
究
す
る
分
子
生

物
学
に
魅
力
を
感
じ
ま
し

た
。ま
た
、植
物
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
適
用
範
囲

が
広
く
、世
界
中
の
畑
に
夢

が
広
が
る
と
考
え
て
植
物

研
究
者
に
な
り
ま
し
た
」。

同
大
学
院
で
生
物
資
源
開

発
学
を
専
攻
し
博
士
号（
農

学
）を
取
得
。２
０
０
８
年

か
ら
産
総
研
で
植
物
の
遺

伝
子
研
究
を
続
け
て
い
る
。

「
実
用
化
に
は
地
域
や
作
物

の
適
応
性
、経
済
性
な
ど
社

会
的
な
要
件
も
あ
り
道
の
り

は
険
し
い
で
す
が
、未
来
に

向
け
て
必
要
な
技
術
だ
と
信

じ
て
研
究
し
て
い
ま
す
」。

　

現
在
は
大
学
院
で
知
り

合
っ
た
夫
と
つ
く
ば
で
暮
ら

す
。「
最
初
は
夫
の
職
場
に

合
わ
せ
て
東
京
住
ま
い
で
し

た
が
、私
の
研
究
を
応
援
す

る
夫
の
協
力
も
あ
り
つ
く
ば

に
移
住
し
ま
し
た
」と
大
島

さ
ん
。Ｔ
Ｘ
で
都
内
に
通
勤

す
る
夫
は「
つ
く
ば
に
来
て

か
ら
夫
婦
で
始
め
た
ゴ
ル
フ

や
家
庭
菜
園
、料
理
な
ど
を

楽
し
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

な
り
ま
し
た
」と
話
す
。自

身
は
調
味
料
作
り
、ピ
ア

ノ
、産
総
研
の
合
唱
サ
ー
ク

ル
活
動
、夫
婦
で
楽
し
む
ゴ

ル
フ
や
家
庭
菜
園
と
充
実
の

毎
日
を
送
る
。「
家
庭
菜
園

は
栽
培
室
と
は
違
い
思
い
通

り
に
い
き
ま
せ
ん
。大
変
だ

け
ど
勉
強
に
な
り
ま
す
ね
」

と
笑
顔
。

大阪市生まれ。広島大学生物生産学部卒業、同大学院
生物圏科学研究科で博士号（農学）を取得。現在は産業
技術総合研究所で植物遺伝子制御による生産技術開
発を研究。
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つ
く
ば
の
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ら
し
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植
物
栽
培
室
で
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つ
く
ば
で
輝
く

 

女
性
研
究
者

海
外
研
究
チ
ー
ム
と
の
共
同
研
究

未
知
の
領
域
に
憧
れ

植
物
の
可
能
性
を
探
る

趣
味
の
ゴ
ル
フ


